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ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
出

場
者
の
壮
行
会
が
８
月
６

日
、
内
子
町
役
場
本
庁
舎
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
５
人
の
選
手
が

愛
媛
県
予
選
の
成
績
と
近
況

の
報
告
、
全
国
大
会
の
抱
負

な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。

　

稲
本
隆た

か
と
し壽

町
長
は「
選
手

の
皆
さ
ん
が
、
ど
ん
な
頑
張

り
を
見
せ
て
く
れ
る
か
楽

し
み
。
さ
ら
に
大
き
な
舞
台

を
目
指
し
て
、
励
ん
で
ほ
し

い
。
町
民
の
皆
さ
ん
と
応
援

子
ど
も
た
ち
と
育
む
友
情

内
子
町
と
宜
野
座
村
の
交
流
活
動

　
「
第
26
次
宜
野
座
村
親
善

訪
問
交
流
事
業
」が
７
月
下

旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て

行
わ
れ
、
両
町
村
の
小
・
中

学
生
が
参
加
し
て
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
、
昭
和
48
年
に

旧
五
十
崎
町
と
宜
野
座
村

（
沖
縄
県
）
と
の
間
で
姉
妹

町
村
協
定
が
締
結
さ
れ
た
の

を
き
っ
か
け
に
ス
タ
ー
ト
。

今
年
は
７
月
19
～
22
日
に
内

子
町
の
訪
問
団（
池
田
幸さ

ち
え江

団
長
他
14
人
）が
宜
野
座
村

を
訪
れ
、
首
里
城
や
美
ら
海

水
族
館
な
ど
の
見
学
、
エ
メ

ラ
ル
ド
ビ
ー
チ
で
海
水
浴
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
８

月
５
～
８
日
に
は
宜
野
座
村

の
訪
問
団（
仲
地
利り

え

こ
枝
子
団

長
他
14
人
）
が
来
町
し
、
小

田
深
山
渓
谷
で
自
然
散
策
や

渓
流
釣
り
、
う
ど
ん
打
ち
や

手
漉
き
和
紙
の
体
験
、
笹
踊

り
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

や
野
外
活
動
な
ど
を
通
し
て

友
情
を
育
み
ま
し
た
。

1_伊江島が見える美ら海水族館で記念撮影
2_内子町立石地区でうどん打ち体験

1

2

氏名（区名、学校名） 競技名 大会名 開催場所
古田　実

み ほ

穂（高知大学） 剣道 第48回全日本女子学生剣道選手権大会 日本武道館（東京都）

米森　桃
も も こ

子（西条高校） ソフトボール 平成26年度全国高等学校総合体育大会 神奈川新聞スタジアムほか（神奈川県）

山根　一
かずよし

善（鳥越） ゴルフ 日本スポーツマスターズ2014埼玉大会 霞ヶ関カンツリー倶楽部
亀田久

く み え

美栄（内子18第１） ゴルフ 日本スポーツマスターズ2014埼玉大会 霞ヶ関カンツリー倶楽部

佐々木剣
けんしん

心（御荘中学校） 相撲 第25回全国都道府県中学生相撲選手権大会
第44回全国中学校相撲選手権大会

両国国技館（東京都）
石井町立石井中学校（徳島県）

池田　　修
おさむ

（宿茂） ソフトボール 日本スポーツマスターズ2014埼玉大会 戸田市戸田市彩湖・道満グリーンパークソフトボール球場

藤原　幸
ゆ き お

夫（吉野川） ソフトボール 日本スポーツマスターズ2014埼玉大会 戸田市戸田市彩湖・道満グリーンパークソフトボール球場

全国大会での活躍に期待
各大会出場者の壮行会

し
て
い
ま
す
」と
激
励
し
ま

し
た
。

　

内
子
町
で
は
全
国
大
会
な

ど
へ
出
場
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選

手
に
対
し
て
、
激
励
金
な
ど

の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
で
出

場
者
を
把
握
し
て
い
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
人
は
、
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会
自
治
・

学
習
課（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３（
４
４
）２
１
１
４

（写真上段左から）亀田久美栄さん、佐々木剣心さん、米森桃子さん、
古田実穂さん、池田修さん（下段左から）亀岡忠

ただしげ
重教育長、稲本隆壽町長

■全国大会出場者一覧（敬称略）

　

内
子
町
合
併
10
周
年
を
記

念
し
て「
宝
く
じ
文
化
公
演

オ
ペ
ラ
椿
姫
」（
内
子
町
、
内

子
町
教
育
委
員
会
主
催
）が

８
月
２
日
、
内
子
町
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
ス
バ
ル
で
開
か

れ
、
２
７
４
人
が
本
格
的
な

オ
ペ
ラ
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
「
椿
姫
」
は
19
世
紀
の
パ

リ
が
舞
台
。
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
タ

と
い
う
一
人
の
女
性
の
、切
な

く
悲
し
い
運
命
を
描
い
た
オ

ペ
ラ
で
す
。今
回
は
初
心
者
で

も
楽
し
め
る
よ
う
、日
本
語
で

の
上
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

ヴ
ィ
オ
レ
ッ
タ
を
演
じ
た

愛
媛
県
出
身
の
工
藤
志し

ず州
さ

ん
を
は
じ
め
と
し
た
出
演
者
の

美
し
い
歌
声
に
、
観
客
は
静

か
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

パ
リ
の
社
交
界
を
舞
台
に
し
た
第
1

幕
︒
華
や
か
な
宴
が
催
さ
れ
て
い
る

伸
び
の
あ
る
歌
声
で
観
客
を
魅
了

「
宝
く
じ
文
化
公
演
オ
ペ
ラ
椿
姫
」

伊
吹
衆
院
議
長
（
右
）
と
妻
佑
子
さ
ん

（
左
か
ら
２
人
目
）が
寄
贈
し
た
掛
け
軸

伊
吹
文
明
夫
妻
が
来
町
し

篠
崎
小
竹
の
書
を
寄
贈

　

伊
吹
文ぶ
ん
め
い明
衆
院
議
長
と
妻

佑ゆ
う
こ子
さ
ん
が
７
月
22
日
、
内

子
町
を
訪
れ
、
江
戸
時
代
後

期
の
大
阪
の
儒
学
者
で
内
子

町
ゆ
か
り
の
篠
崎
小し
ょ
う
ち
く竹
が
、

高
橋
家
に
宛
て
た
書
を
内
子

町
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

佑
子
さ
ん
は
高
橋
家
の
出

で
故
高
橋
龍り
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
の
孫

に
当
た
り
ま
す
。
佑
子
さ
ん

が
父
の
遺
品
を
整
理
し
て
い

た
と
き
、「
内
子
」の
文
字
が

書
か
れ
た
書
を
発
見
。
当
時

を
知
る
一
助
に
な
れ
ば
と
、

寄
贈
を
決
め
ま
し
た
。

　

稲
本
隆た
か
と
し壽
町
長
は「
当
時

の
繁
栄
を
知
る
貴
重
な
資

料
。
大
切
に
し
て
町
民
の
皆

さ
ん
に
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

人
形
に
命
を
吹
き
込
む
伝
統
芸
能

「
内
子
座
文
楽
」第
18
回
公
演

　

第
18
回
を
迎
え
た
内
子
座

文
楽
公
演（
同
実
行
委
員
会

主
催
、
源
田
恒つ

ね
お雄
実
行
委
員

長
）は
８
月
23
・
24
の
両
日
、

内
子
座
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
公
演
で
は
、
京
の
桂
川

を
舞
台
に
年
の
離
れ
た
男

女
の
心
中
事
件
を
扱
っ
た

「
桂

か
つ
ら
が
わ
れ
ん
り
の
し
が
ら
み

川
連
理
柵
」
を
上
演
し

ま
し
た
。
主
人
公
は
帯
屋
の

主
人
の
長
右
衛
門
。
14
歳
の

お
半
と
い
う
娘
と
心
中
す
る

悲
劇
で
す
が
、「
帯
屋
の
段
」

の
前
半
は
丁で

っ
ち稚

の
長
吉
と
異

母
弟
の
儀
兵
衛
と
の
掛
け
合

い
が
会
場
の
笑
い
を
誘
う
、

喜
劇
的
な
要
素
も
強
い
作
品

で
す
。

　

こ
の
段
は
人
気
の
演
目
で

第
５
回
、
第
14
回
に
続
い
て

の
再
演
。
内
子
座
公
演
で
な

じ
み
の
吉
田
和か

ず
お生

さ
ん
な
ど

が
出
演
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
文
楽
フ
ァ
ン
は
、

出
演
者
の
息
遣
い
ま
で
が
伝

わ
る
内
子
座
で
、
笑
い
あ
り

涙
あ
り
の
舞
台
を
大
い
に
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

1_「道
みちゆきおぼろ

行朧の桂川」の一幕、長右衛門と死ぬこ
とを望むお半　2_公演の成功を祈念して乾杯
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